















のである。論文の原型は、2014 年 6 月 28 日の成城フランス語フランス















































































































を自覚していた。作品が発表された 1923 年 10 月直後の『ヌーヴェル・


















































































































































部品をひとつずつ運んで 75 ミリ砲を 1 基、「ガラス瓶の中の船のように













































les ours, singes, marmottes）、マスコットになった」（412）からである。
このかんの事情を別の言い方をすれば次のようになる。
「本物の海軍陸戦隊員なら、ギヨームはその仕事を辛いと感じたろう。





































ルサレムに向かう契約の櫃の行列といったふうに（comme le cortège 








































コクトーは 1918 年の休戦後に、いくつもの未定稿のうち、1915 年 5
66
（38）




























と «La Grande Guerre dans la mémoire littéraire des Français», 韓国フラ
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